
　

県
立
只
見
高
等
学
校
（
以
下
：
只
見
高

校
）
は
、「
県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実

施
計
画（
※
）」
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度

よ
り
定
員
数
が
70
人
か
ら
40
人
に
縮
小
と

な
り
、
１
学
年
２
学
級
か
ら
１
学
年
１
学

級
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
中
、
来
年
卒
業
予
定
の
地
元

生
徒
数
は
40
人
を
超
え
て
お
り
、
山
村
教

育
留
学
生
も
例
年
10
人
程
度
を
受
入
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
現
在
の
定
員
数
40
人
で

は
、
進
路
先
に
地
元
の
只
見
高
校
を
志
望

し
て
も
入
学
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
不
安
の
声
が
保
護
者
の
方
を
は
じ
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
定
員
数
・
学
級
数
の
縮
小
に
よ

り
教
職
員
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で
教
育

の
質
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
と
町
教
育
委
員
会
は
、
７

月
15
日
に
、「
只
見
高
校
の
定
員
数
と
学
級

数
の
増
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
を
県
教
育

委
員
会
鈴
木
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

只
見
高
校
の
定
員
数
と
学
級
数
の
増
に
つ
い
て
要
望

只
見
高
校
の
定
員
は
原
則
40
人
で
す
が
、
希
望
状
況
に
応
じ
て
定
員
数
増
が
検
討
さ
れ
ま
す

　

町
で
も
只
見
高
校
の
振
興
対
策
と
し
て
、

希
望
に
よ
る
冬
期
間
の
寮
生
活
受
入
れ
や

町
外
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
保

護
者
の
方
の
負
担
軽
減
や
生
徒
が
よ
り
良

い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
案
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
県
教
委
の
回
答
を
受
け
て

町
で
は
、
受
験
生
を
持
つ
町
内
外
の
保
護

者
や
学
校
関
係
者
の
皆
様
に
、
進
路
希
望

の
状
況
に
応
じ
て
只
見
高
校
定
員
増
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く
伝
わ
る
よ
う
、

県
と
力
を
合
わ
せ
て
広
報
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

●只見高校は、入学希望生徒が増えれば40人１クラ
スを固定するものではない
●今後の進路希望調査で入学希望者が40人を超えた
場合、状況を見極めた上で最終的に40人以上の入
学という臨時的な措置をとることを検討する

●それなりの年数で継続的に定員を大きく超えるよう
な場合、２学級を検討する

県教育委員会教育長の回答

　
少
子
化
に
よ
る
小
規
模
校
の
増
加
を

主
な
理
由
に
、
１
学
年
４
～
６
学
級
を

望
ま
し
い
学
習
環
境
と
し
て
、
県
内
の

県
立
高
校
を
現
在
の
96
校
か
ら
81
校
に

再
編
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
只
見
高

校
と
南
会
津
高
校
（
南
会
津
町
界
）
も

そ
の
見
直
し
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
只
見
高
校
は
、「
地
理
的
条
件
や
公
共

交
通
機
関
の
状
況
等
か
ら
、
統
合
に
よ

り
近
隣
高
校
へ
の
通
学
が
困
難
に
な
る
」

「
地
元
か
ら
の
入
学
者
割
合
が
著
し
く

高
い
」
と
い
う
理
由
で
統
合
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
定
員
数
を
１
学
年

２
学
級
（
70
人
）
か
ら
１
学
年
１
学
級

（
40
人
）
へ
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

※「
県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実
施
計
画

（
２
０
１
９
～
２
０
２
３
年
度
）」と
は

縮
小
さ
れ
た
定
員
数
と

保
護
者
か
ら
の
不
安
の
声

▲鈴木教育長に要望書を渡す渡部町長と渡部教育長

▲昨年度より１学年１学級となった只見高校

定員数の
増について

学級数の
増について
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